
○ 平成２３年度から５年計画の「次世代がん研究シーズ戦略的育成プログラム」が平成２７年度で終了
することから、次年度以降のプログラムの在り方を検討するため、平成２７年６月に検討会を設置。

○ 現行プログラムは、目標の達成見通しを踏まえると、大きな成果を上げつつある一方で、標的探索
研究の必要性や、研究の早期段階からの創薬専門家等との連携など、様々な課題が明らかとなった。
○ これらの課題に対応しつつ、国民のニーズが一層高まっているがん研究に取り組む 「ジャパン・

キャンサーリサーチ・プロジェクト（ＪＣＲＰ）」におけるプログラムとして、国内外のがん研究の動向等を
踏まえ、次期プログラムを推進する必要がある。

がん研究に係るプログラムの今後の在り方に関する検討会報告書
概 要

○ 近年、科学技術の進歩が各種解析技術の飛躍的な発展をもたらしており、先端技術を駆使したがんの
本態解明を通じて、従来では得られなかった精緻かつ大量のエビデンスに基づいた画期的な治療法・
診断法の開発が可能となってきた。また、これまでの取組で個々の研究が進展し、さらにヘッドクォー
ター部門における進捗管理により、出口戦略を明確に意識した研究開発が進んできた。
○ 次期プログラムでは、主として次の３つアプローチから研究を推進することが重要である。
（１）先端技術を駆使することで、ヒトのがんの生物学的特性の解明を通じ、がん研究の質的飛躍を図る。
（２）臨床研究者を含む研究プラットフォームを構築し、ＰＤＣＡサイクルにより次世代の治療法を創生する。
（３）異分野先端技術を融合し、がん治療や診断・予防法のパラダイム転換を目指す。

○ これらの遂行により、具体的に実現が期待できる主な研究成果は以下のとおりである。
Ａ.患者に優しい高感度・高精度ながん診断法
Ｂ.がんの発症・進展・再発に係る代謝やタンパク質間相互作用に着目した新規治療法
Ｃ.体内のがん細胞を取り巻く環境を制御し、患者の免疫機能を強化してがんを駆逐する革新的治療法
Ｄ.患者体内における難治がんの動的な変化を標的にして、転移や再発を阻止する治療法
Ｅ.がん生物学と異分野先端技術の融合による新規創薬システム構築と、それによる新規がん治療法

○ 患者・社会と協働した研究を総合的かつ計画的に推進することにより、がんの根治、がんの予防、
がんとの共生をより一層実現し、「がん対策推進基本計画」の全体目標の達成を目指す。

○ ＪＣＲＰの一環として、がんの生物学的解明に迫る研究と、がんゲノム情報などがん患者のデータに
基づいた研究及びこれらの融合研究を推進して、実用化に向けて研究を加速し、早期段階で製薬企業
等への導出を目指す。この際、他の研究事業等との役割分担と連携に留意する。

概要

○ これまでのノウハウを生かしつつ、日本医療研究開発機構（ＡＭＥＤ）の統括的管理の下、進捗管理を
行う。研究支援機能についても、ＡＭＥＤや製薬企業等のリソースを積極的に活用する。
○ 新しい領域を切り開くイノベーターとして若手研究者に期待し、支援する。
○ 患者及び社会との協働を推進する。

次期プログラムの目的・役割

次世代のがん医療の創生に向けたがん研究

研究を推進するための体制等

○ 有用性の高いがん治療薬や早期診断法を開発するため
には、がんの発症・進展のメカニズムの解明が必須である。

このため、標的となり得る分子標的を探索するための研究
（標的探索研究）を推進する。
○ 創薬専門家の関与のもと、標的検証の過程を重視する。
○ 研究の早期段階での製薬企業等への導出を目指す。

○ 各段階において厳格に目利き・見極めを行い、段階ごとに
シーズを絞り込む。

入口から出口までの戦略的研究
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平成 27 年 6 月 16 日 
国会がん患者と家族の会 
並びに国会議員の皆様 

一般社団法人全国がん患者団体連合会 
理事長 天野 慎介 

 
がん対策基本法の改正に関する要望書 

 
がん対策基本法の改正に関して、全国がん患者団体連合会の加盟団体からの意見を取り

まとめ、以下の要望を提出いたします。 
 

記 
 
（従来のがん対策基本法におけるがん対策の推進に関して） 
１．「救える命を救う」「避けられるがんを防ぐ」ための対策が不足しています 

 第 2 条「居住する地域にかかわらず等しく科学的知見に基づく適切ながんに係る医療を

受けることができるようにすること」とありますが、がん診療連携拠点病院での標準治療

実施率等に主要ながんでも未だ格差があり、喫煙対策などの予防やがん検診も不十分です。 
２．緩和ケアと在宅医療の推進が不足しています 

第 16 条「疼痛等の緩和を目的とする医療が早期から適切に行われるようにすること、居

宅においてがん患者に対しがん医療を提供するための連携協力体制を確保」とありますが、

患者と家族の苦痛は未だ十分に軽減されず、介護保険や障害年金との連携も不十分です。 
３．がん対策を総合的に推進するための制度が不足しています 

 第 19 条でがん対策推進協議会の設置が定められていますが、がん対策推進基本計画の策

定で「意見を聴く」（第 9 条）とあるのみであり、がん対策全般への患者参画、患者や家族、

地域の実情と声を継続的に調査する仕組みがなく、患者や患者団体の責務も不十分です。 
 
（今後のがん対策基本法におけるがん対策の推進に関して） 
１．小児がん・希少がん・難治がんの対策が新たに必要です 

 若年がんを含む小児がん、希少がん、難治がん対策の充実は基本法になく、小児・若年

がん経験者の長期支援体制、治療成績向上のための集約化とがん登録の利活用、未承認薬

の早期承認の促進やがん基金の創設による研究や臨床試験の推進などの制度が必要です。 
２．がん患者の就労を含めた社会的な問題への支援が新たに必要です 

 都道府県がん条例で事業者の責務に「従業員とその家族が安心して治療できる環境の整

備」とありますが法的根拠に乏しく、患者の働き方に応じた就業希望や雇用能力開発の支

援と合理的配慮など、患者と家族の自立に向けた包括的支援を進める必要があります。 
３．がん患者と家族の権利と尊厳を守るための対策が新たに必要です 

 がん対策推進基本計画で「がんになっても安心して暮らせる社会の構築」とありますが

法的根拠に乏しく、偏見を除くための啓発やがん教育、患者や家族の疾病や遺伝子情報に

係る差別の禁止、患者の意思決定やセカンドオピニオンの権利を保障する必要があります。 
以上 



がん対策基本法の改正に関する要望書 

賛同団体一覧（一般社団法人全国がん患者団体連合会加盟団体）（団体名 50 音順） 
 
特定非営利活動法人 AWA がん対策募金 理事長 勢井 啓介 

一般社団法人 ＣＳＲプロジェクト 代表理事 桜井 なおみ 

特定非営利活動法人 ＨＯＰＥプロジェクト 理事長 桜井 なおみ 

特定非営利活動法人 愛媛がんサポートおれんじの会 理事長 松本 陽子 

特定非営利活動法人 がんサポートかごしま 理事長 三好 綾 

がん体験者の会とま～れ 代表 佐々木 佐久子 

特定非営利活動法人 がんと共に生きる会 理事長 佐藤 愛子 

特定非営利活動法人 がんフォーラム山梨 理事長 若尾 直子 

がんを考える「ひいらぎの会」 代表世話人 鈴木 牧子 

特定非営利活動法人 希望の会 理事長 轟 哲也 

特定非営利活動法人 キャンサーサポート 代表理事 宮部 治恵 

一般社団法人 グループ・ネクサス・ジャパン 理事長 天野 慎介 

一般社団法人 高知がん患者支援推進協議会 理事長 安岡 佑莉子 

特定非営利活動法人 支えあう会「α」 理事長 五十嵐 昭子 

特定非営利活動法人 周南いのちを考える会 代表 前川 育 

精巣腫瘍患者友の会 J-TAG 共同代表 改發 厚・古谷 浩 

奈良がんピアサポートなぎの会 会長 松浦 博子 

奈良県のホスピスとがん医療をすすめる会 会長 浦嶋 偉晃 

特定非営利活動法人 乳がん患者友の会きらら 理事長 中川 けい 

特定非営利活動法人 ねむの樹 理事長 金井 弘子 

特定非営利活動法人 パンキャンジャパン 理事長 眞島 喜幸 

特定非営利活動法人 ブーゲンビリア 理事長 内田 絵子 

特定非営利活動法人  ミーネット 理事長 花井 美紀 

ゆうかぎの会（離島におけるがん患者支援を考える会） 会長 真栄里 隆代 

（2015 年 6 月 16 日現在） 
 
（※）一般社団法人全国がん患者団体連合会は、がん医療の向上と、がんになっても安心して

暮らせる社会の構築に寄与することを目的とする、がん患者団体の連合体組織です。 
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